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: は じ め に

従来の連続紙筒移植機は,人力牽引が主で連続紙筒で育
苗した苗を植付けるものの,育苗節材の利用率が25%～ 511

%と低い状態にある。このため資材の無駄を省き,省力的
に植付ける自走式連続紙筒剥離式移植機による作業精度等

が明らかになったので報告する。

図 2 自走型紙筒剥離式移植機
(形式 :NOP-41Xl仮称)

自走紙筒剥離式移植機の仕様

従来の移植機用   剥離式移植機用

図 1 株間10cnの播種状況

表 1

2試 験 方 法

は)供試機械とその概要 (図 2・ 表 1のとおり)
(21 育苗方法

・紙 筒 苗 :剥離式紙筒 (BP253 064穴 ),日径25Ш ,

高さ30m),専用用土(ニ ッテン培土SO
。慣 行 苗 :場内パイプハウスにて,地床育苗した苗。
13)耕種概要

・供試品種 : `ラ ッキー'(コ ート種子 1粒播種)(渡

辺採取場)

・ 播 種 期 :紙筒苗 平成■年 〈1999年)1月 18日
慣行苗 平成10年 (1"解D9月 1日

・定 植 期 :紙筒苗 平成11年 (1999年)3月 23日
慣行苗 平成10年 (1"につ 11月 2日

・栽植様式 :う ね幅 120m,う ね高 15m,4条植

・施 肥 量 :窒素21kg/10a,燐 酸13踵/10a,加里18

聴/10a
(4)試験方法

試験 1 自走紙筒剥離式移植機の作業精度
(1}供試機械 :Ntt NOP-400(仮称)
(2腹用紙筒 :BP253(364穴 )

試験 2 10a当 たり育苗経費の比較
(1)区の構成 :紙筒剥離式移植機用苗と現在市販され

ている連続紙筒移植機 (以下,現行機
という)用苗。
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3 試験結果及び考察

0)試験 1
本機は, 1条植えで,株間設定域が概ね 5～ 100m間隔

である。試験では,設定株間を12御に合わせた本機を 2 cl

以下の砕土率89%,土壌水分257%,う ね高15cmの条件で,

草丈12cl程度の苗を用いて植付け作業を行った。その結果,

株間は12 2cmで あり,設定と同様の植付けが可能であった。

また,植付け深でも2 7coと 一定の深さで定植されており,

植付け姿勢でも直立が90%を占める安定した植付け状況で

あった。その後の活着率は,手植えが919%であつたのに

対し,剥離式移植機は935%であり,同等の活着率であった。

作業速度は29 7cn/secで 走行し,10aを 51時間で移植

する。これを移植枚数の多い現行機と比較すると約19倍

の効率で作業を行うことができる。また,手作業比では,

何れも作業員 1名で,■ 8倍の効率である。

表 3 10a当 たり作業時間 (単位 :h/10a)

現 行 移 植 機 区  34 61 01 96
慣  行  区 600 -  - 600
注 慣行区は,宮城県営農基本計画指標第 4版より

12)試験 2

導入当初の10a当たりの育苗資材必要経費は,紙筒剥離

式が68,165円 で,現行の方式と比べ32%に削減できる。

これは 1箱当りの紙筒利用率が,現行の方式の25%に 対

し,剥離式では,100%利用可能であるため,移植時に必

要な最低苗箱数は,1箱 364穴で現行の方式の83枚である。

表4 紙筒剥離式と現行方式の育苗費等

項 目 現行方式 剥 離 式 同 左 比
1箱当たり本数 (本)   91
10a当たり箱数 (枚)  330
1本当たり単価 (円)   71
10a育 苗 費 (円)212303
育 苗 面 積 (ゴ)891

363

83

23
68,165

224

表 5 10a当 たりの資材等

連 続 紙 筒  83冊
育 苗 培 ±  166袋

200       16,600

1,500      24,900

-1永纏嘉讐一嬌籍―……・ 24"……そ:勝―
450

1,980

5,040

333

4 ま

*展 開 串   1組
*展 開 板   1枚
*播 種 板   1枚
*ブ ラ シ   1本

合 計合 計   68,165
*の価格は,耐用年数 5年として算出。

それによリタマネギ苗 1本当り生産費を試算したところ,

現行の方式の71円に対し,23円で,現行の方式に比べて

32%の経費で育苗が可能であることがわかった。

め

以上の結果,本移植機におけるタマネギの定植作業は,

10a当たり概ね 5時間ででき,植付状況でも設定株間に合

わせての作業が可能であった。また,自 走紙筒剥離式移植

機導入時の育苗資材費は,現行式連続紙筒移植機に比べ32

%の費用で育苗が可能であった。

ただし,使用する際は,苗箱中の欠株が少なく,根が培

養土をしっかり保持し,紙筒F・lの根絡みが少ないことが望

ましい。事前の圃場準備では,2∞以下の砕土率が70%以

上となるようにする。最後に現状では,10a当 たり概ね 5

時間の移植時間を必要とするが,現状では,1回の充電で

概ね 3時間の作業に限られるため,予備のパッテリーを準

備する必要がある。

表 2 紙筒剥離式移植機の移植精度等

7   27  067

3 4      1 6      0
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